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●iroirocafé

月に一度、様々なテーマを設けて語る
ランチタイムのイベントiroirocafé
を実施しました。子育てや仕事との両
立、ママ研究者向け、男性の子育て、
などの様々なテーマで開催しました。

●インターフェース科目「男女共同参画とジェンダー」継続中！
2014年度から始まったインターフェース科目「男女共同参画とジェンダ―」
に本庄の学生約60名（2年生）が受講中です。国内外の男女共同参画や
結婚・出産・育児、男性の子育て、そしてデートDVなど多様なテーマでグ

ループワークなどアクティブ・ラーニングの手法を用いながら学習していま
す。様々なゲストスピーカーによるお話もあり、そのようなロールモデルに
触れることで、これから社会人、あるいは家族を持つ学生たちに

学内の男女共同参画の様々な取り組み

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST)の平成27年
度「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」に採択さ
れ（大分大学との連携）、佐賀大学内において中高生に向
けてイベントを実施し、また福岡県、長崎県など県外の高
校にも出前講座に行きました。（詳細は3－4ページを参照
してください）。

全学の男女共同参画推進委員会を中心に、各部局が様々な取組や活動をしています。

JST女子中高生事業に大分大学との連携で採択されま
した

平成27年9月11日に、鹿児島大学にて「第７回九州・沖縄
アイランド女性研究者支援シンポジウム in 鹿児島」が開催

されました。本シンポジウムは、文部科学省科学技術人材
育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」採択を
受けた九州圏内国公私立大学11大学の男女共同参画に

関わる理事・副学長が一堂に会し、各大学の取組や課題、
今後の目標等を語り合う場となっており、平成20年度から
毎年当番制で開催されているもので、今年で7年目となり

ます。今回は、男女共同参画に関する様々な課題のうち、
「次世代育成」をテーマに、「男女共同参画未来創生 次世
代へのバトンリレー 本音でTalK」と題し開催されました。

午前中には、各大学から推薦された女性研究者（大学院
生）を含む次世代研究者によるワークショップが開催され
ました。次世代育成について当事者としての視点からの意
見をとりまとめました。午後は、午前中に行われたワーク
ショップでの意見を元に、登壇者と会場の参加者との間で
討論が展開されました。

午前中に行われた女性研究者のパネル展示で、本学農学
部の辻田有紀准教授がポスターアワード（最優秀賞）を受
賞されました！

「第7回九州・沖縄アイランド女性研究者支援
シンポジウムin鹿児島」が開催されました

●職員研修実施

職員の方々の研修や会議の中で、男女共同参画についての取り組み紹
介をしています。
8月20日には学内の課長研修、そして9月8日には九州地区の国立大学

の係長研修にて、男女共同参画推進についての吉住室長による講義を
実施しました。

介護に関する講演会を開催しました

佐賀大学では、子育て、
介護などライフイベントに
遭遇する教職員に対して
サポートを行うべく、介護
についての活動も行って
います。今年は、要介護5
の配偶者のケアをしなが
ら、研究・教育活動を続け
られている早野ＺＩＴＯ真
佐子先生をお招きし、「愛
する家族が『要介護』に
なったら」というタイトルで
お話を伺いました。米国
人の配偶者をお持ちで、
米国と日本とで介護生活
をされてきたご経験や「ユ
マニチュード」という新し
いケアの考え方などを教
えて頂きました。
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ワーク・ライフ・バランス支援部門 キャリア支援・女性研究者支援部門

意識啓発・広報部門

★研究補助員制度をご利用頂いています

平成21年度から「研究補助員雇用制度」がスタートしています。平成21年
度から開始された制度で、平成24年度からは、女性だけではなく男性研究
者にも枠が広がっています。今年度は前期に12名、後期に2名の方にご利
用頂きました。この制度は、子育てだけではなく、介護や家族の看病にも
対象が広がっており、研究者のワーク・ライフ・バランスを支援する制度で
す。公募にあたっては学内メール、ウェブ等で告知をいたします。興味のあ
る方は、ぜひご応募ください（過去の書類もウェブに掲載していますので、
ぜひご覧ください。）

★高校へのリケジョ出前授業実施しました！

★夏休み・親子見学デーを開催しま
した♪
8月8日（土）に佐賀大学鍋島キャン

パス看護学科棟にて、夏休みの子ど
もイベント「親子見学デー」を開催し
ました。このイベントは、佐賀大学の
教職員である保護者とそのお子さん
向けに行われ、佐賀大学でどんなこ
とが学ばれていたり、研究されてい
るのかなどについて触れる機会でし
た。

母性看護学実習室にて、赤ちゃんの
お人形や妊婦さんのおなかの中が
わかるイラストなどを見ながら、親子
で命の大切さについて学びました。

その他の活動紹介

【学内】
●佐賀県男女共同センター（アバン
セ）の「男女共同参画川柳・ポス
ターコンテスト」の巡回展示を、2
月1日より1週間、佐賀大学附属図書
館・本館（玄関スペース）にて実施
中しました。毎年アバンセが実施し
ている男女共同参画についての川
柳・ポスターコンテストでの入賞作
品を展示するイベントで、ちょうど
試験期間中ということもあり、図書
館に来る大学生が多く立ち止まって、
ポスター、川柳に見入っていました。

【次世代育成】
佐賀大学では、次世代育成支援行動
計画を策定しており、今年度も新た
に計画を実行中です（平成27年4月
1日～平成29年3月31日）。妊娠中
の女性教職員の産休・育休取得や、
男性の育休取得をサポートするよう
な様々な制度があり、それらを推進
しています。このような次世代育成
を推進し実行している組織として、
「くるみんマーク」（右イラスト）
も取得しています。

★女性の事務職のランチ会を行いました！

このキャリア部門では、女性の研究者だけではなく、女性の職員の
キャリアについても検討をしています。3月22日（火曜日）に女性の
課長ならびに副課長の方々とランチ会を実施しました。第3期中期

目標・中期計画では、学内における指導的な立場の女性が増える
ことが明確に掲げられており、今後どのように進めるのかついて今
後検討をしていきます。

学内の女性研究者をご紹介す
る『ミニ・ロールモデル集～佐
賀大学で輝く！研究者というオ
シゴト』を作成しました。実際に
は手のひらサイズのコンパクト
な大きさで、大学の取組や各
学部の女性研究者の紹介をし
ています。今年は第二弾として
ママ研究者にフォーカスを当て
ました。いろんな部局の女性研
究者の仕事と家庭の両立につ
いてご紹介をしています。
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JST女子中高生理系選択応援プログラム報告

佐賀大学では、平成27年度JST（科学技術機構）の女子中高生理系選択応援プログラムに採択され（大分大学と連携）、
様々な女子中高生に対するリケジョの活動を推進してきました。
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★城東高校＆壱岐高校に出前講座に行きました★
〜「母と娘への『ものづくり理系学部』からの招待状〜

8月22日(土)、福岡工業大学附属城東高校にリケジョの出前
講座に行きました！大分大学と佐賀大学の理系の大学院生の
方より、高校時代の話、大学生生活、そして大学院での研究
や就職活動までを発表してもらいました。参加した高校生と
保護者は18名。また同様の企画を長崎県の離島である壱岐高
校でも実施（9月19日(土)、参加者70名）。講演終了後には、
大学関係者がいくつかのグループに分かれて、高校生からの
質問に答えました。参加した高校生からは、「視野が広がる
貴重な体験だった」との声がきかれました。

★清和高校の生徒に出前授業を行いました★
10月26日(月)、佐賀大学の本庄キャンパス教養教育 1号館4階144番教室にて、佐賀市の清和高校の生
徒65名に対し、佐賀大学農学部准教授の弓削こずえ先生の出前授業を実施しました。弓削先生の高校
や大学時代のお話、そして現在の研究は乾燥した土壌でどのように野菜が育つのか、という将来の食
料生産につながるお話をして頂きました。アンケートでは、「大学で具体的にどんなことを学ぶのか
わかった」「具体的な入試の話について聞くことができた」という声が聞かれました。

●オープンキャンパスにて「女性研究者と語ろう」を開催●
8月7日(金)、佐賀大学では年に1度のオープンキャンパスの際に、男女共同参画推進室のブースを設け、
佐賀大学における理工学部や農学部の理系の女性研究者の活躍を展示パネルにて紹介をしました。当日
は50名の方がブースを訪れてくれました。ブースでは女子学生相談窓口を設け、各学部の女子学生、大
学院生が高校生の進学の相談に乗りました。

●学園祭にて「理系女性研究者と話してみよう！聞いてみよう！」を開催●
11月7日(土)、学園祭の際に、女子中高校生とその保護者を対象に「理系女性
研究者と話してみよう！聞いてみよう！」を開催しました。女子高校生、その
保護者他15名の参加がありました。男女共同参画推進室よりなぜ大学で男女共
同参画なのか、また農学部の大学院生、研究者の方に、高校時代のこと、大学、
大学院での研究内容、そして就職活動などについてもお話頂きました。参加し
た生徒さんからは、「男女共同参画」について学んだ機会が無かったので良
かった、という意見などが出ました。
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ニュースレター編集委員
大串浩一郎（工学系研究科・教授）、小西みも恵（経済学部・准教授）、網谷 綾香（文化教
育学部・准教授）、齋藤 勝彦（シンクトロン光応用研究センター助教）、黒木幸代（経済学
部係長）、溝口香織（総務部総務課係長）、宮地歌織（男女共同参画推進室・特任助教）

★「Girl Power in Science! リケジョのススメ ～再生医療と3Dプリンターの現在～」を開催★
1月23日(土)、佐賀大学本庄キャンパス内にて女子中高生とその保護者を対象に、「Girl Power in 
Science! リケジョのススメ ～再生医療と3Dプリンターの現在～」を開催しました。4名の生徒さん達
と17名の保護者の方々が集いました。英国から佐賀大学に来
日中のアナ・ベリッシモさんから、細胞から人工血管を作る再
生医療についての説明をわかりやすくお話してもらいました。
また佐賀大学で微生物の研究をしている研究員の龍田典子さん
からは、子育てをしながら研究を続けていくことについてお話
を頂き、好きな研究に打ち込む女性研究者が多数いることを女
子中高生にも知ってもらいました。お二人のお話の後はミニ実
験を実施。家庭にある簡単な物(塩、洗剤)を利用していちごや
キウィからDNAを取り出しました。楽しいイベントとなりました！

★男女共同参画推進室講演会「日本IBMにおけるダイバーシティ推進と女性の活躍を支える組織作り」★
2月12日(金)、本庄キャンパス大学会館2階多目的ホールにて、日本アイ・ビー・エム執行役員の志済聡
子氏をお招きし、ご講演頂きました。学生の参加者は8名、保護者を含む
63名の合計71名の参加がありました。志済さんは文系出身ながらSEの分
野で就職後、営業職で活躍され、現在はセキュリティ事業本部長を務め
られています。アイ・ビー・エムは多国籍企業であり、様々な人種、文
化背景、宗教の多様性があり、女性も多く管理職として活躍している会
社で、日本国内にも海外にもお手本になるようなロールモデルがあった
そうです。これまでのご経験を活かし、現在は北海道大学にて同窓生が
学生に長年の経験や知見、考え方を伝授するプログラム「新渡戸カレッ
ジフェロー」にも関わっていらっしゃいます。

★「女性土木技術役職者との座談会」開催★
1月27日(水)、本庄キャンパス 大学会館2階多目的ホールにて、リケジョの働き方（建設業界の女性の
働き方）ということで、講師に辻丸祥子さん(国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所)、田邊麻
由子さん(三井住友建設(株) 土木本部土木設計部)をお招きし、学生55名、他7名が参加をしました。
国土交通省には、九WEの会(九州地方整備局女性技術者の会)があり、少ない女性技術者が情報交換を
したり、子育てと仕事の両立をするための制度づくりなどを進めていること、なぜ辻丸さんが土木に
興味を持ったのかなど幼少のころからのお話を頂きました。また田邊さんからは、建設業界で女性技
術者を増やすための取り組みとして「けんせつ小町」という連携組織があること、自分は橋や道路づ
くりに興味があり、現場監督など男性しかいない職場でも仕事をこなしていることなどのお話があり
ました。講演後のアンケートでは「土木方面は視界に入っておらず、将来の選択肢が広がった」「女
性が働きやすい環境が整っていることに驚きました」などの意見がよせられました。

★「ものづくり・ことづくりに関わる方々との交流会」を開催★
2月7日(日)、本庄キャンパス 教養教育1号館3階物理地学実験室にて、女子中高校生とその保護者を対象
に「ものづくり・ことづくりに関わる方々との交流会」を開催しました。女子中高生12名、大学生4名、
保護者10名、その他講師の方々(8名)総勢34名の参加者となりま
した。第一部では、理系企業の方々(熊本電気工業、亀屋硝子株
式会社、㈱ミゾタ)より「ものづくり」企業としてのお話があり
ました。第二部では様々な企業に参加して頂き(環境系NPO、ラジ
オ局、行政書士、美容会社、浄化槽の会社)、各テーブルに分か
れグループトークを行いました。参加者から「あっとう間でとて
も有意義でした」という声や、保護者から「自分達の若い時にこ
んなイベントがあったら良かった」というご意見も頂きました。
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